




～みんなの絆と地域の力で育む心豊かなまちをめざして～

人口減少、少子・高齢化が進む中、地域の関係性の希薄化

が進んでいます。また人口構造の変化によって地域の支え手

となる人材不足が大きな課題となっています。さらには、新

型コロナウイルス感染症が様々な地域活動へ影響を及ぼし

た結果、社会的な孤独・孤立の問題は一層深刻さを増してい

ます。

このような中、本市においては、生活困窮者の支援や複合

的な課題を抱えた方々を支援する重層的支援体制の整備に

取り組んでまいりました。また、市内の様々な関係機関の協力を得て、令和４年に孤独・孤

立に悩む人を支える「伊勢市多分野協働プラットフォーム」を立ち上げるなど、地域の福祉

課題解決に向けて取り組みを進めてまいりました。

令和 5年 5月には、伊勢市駅前再開発ビルに「伊勢市健康福祉ステーション」を開設し、

関係機関を含め、福祉の各分野を横断した総合相談体制を整備することで、子どもから高齢

者まで、誰一人取り残さない取り組みを進めているところです。

私たちが目指すのは、支えられる人も支える人となり、住み慣れた地域で安心してその人

らしいくらしができる社会です。そこでは、隣人が隣人を思いやり、お互いに支え合う強い

絆で人と人が結ばれ、孤独や不安に打ち勝つ力が生まれます。その理想に少しでも近づける

よう、今後の具体的な福祉の計画として、新たな「伊勢市地域福祉計画・伊勢市地域福祉活

動計画」を策定しました。

本計画は、直面する福祉課題を我が事として受け止め、地域が一丸となって解決に向け挑

戦し、さらなる素晴らしい地域社会を作り出すための羅針盤です。この具体的な取り組みを

通じて、福祉が一人一人の住民に享受され、人々が生活する喜びを感じ、地域に愛着と誇り

を持つことができるよう邁進してまいります。

私たちは、子どもたちの笑顔があふれ、幸せに年齢を重ねられる「笑子・幸齢化のまちづ

くり」を進めるため、今後も全力で取り組んでまいります。どうか、皆様のあたたかいご理

解とご協力を賜わりますようお願い申し上げます。

結びに、本計画の策定にあたりご尽力いただきました伊勢市地域福祉計画推進委員をはじ

め、ご協力いただきました皆様方に心から厚く御礼を申し上げます。

令和６年３月

伊勢市長
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【第１章】 計画の策定にあたって

1．計画策定の趣旨

人口減少、少子化、高齢化、価値観や生活様式の多様化など、地域社会を取り巻く環境が

大きく変化し、地域における人と人とのつながりが希薄になる中、ひきこもり、生活困窮な

ど社会から孤立し、ＳＯＳの声を上げられない社会的孤立や、「制度の狭間
*
」に陥っている

ケースなど、人々が抱える課題は複雑化・複合化しています。認知症や知的障がい、精神障

がい等によって判断能力が十分でない人や、虐待
*
により自分らしい生活を送る権利が侵害さ

れている人もいます。

新型コロナウイルス感染症の拡大により、人と人との接触が制限され、地域住民による地

域福祉活動やボランティア活動は休止や延期などの活動自粛を余儀なくされました。加えて、

新型コロナウイルス感染症の影響が長期化し、社会的孤立の問題は一層深刻さを増していま

す。

国においては、制度・分野ごとの「縦割り」や、「支え手」・「受け手」という関係を超え

て、地域住民や地域の多様な主体が参画し、人と人、人と資源が世代や分野を超えてつなが

ることで、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに創っていく「地域共生社会
*
」

の実現を目指すとしています。令和３年４月には、地域共生社会の実現に向け、複雑化・複

合化した支援ニーズに対応する包括的な支援体制を構築するため、属性を問わない相談支援、

多様な社会参加に向けた支援及び地域づくりに向けた支援を一体的に実施する重層的支援体

制整備事業
*
が創設されました。また、ＳＤＧｓ

*
（Sustainable Development Goals：持続可

能な開発目標）の達成に向けたＳＤＧｓ実施指針を定めており、その中で、地方自治体にお

いても、積極的な取り組みを推進することが期待されています。

伊勢市においても、令和３年度から重層的支援体制整備事業に取り組み、福祉に関する様々

な課題を受け止め、寄り添い、継続的に関わる相談支援体制の充実を図ってきました。また、

令和４年度には、孤独・孤立対策として、働きづらさを抱えた人たちへの支援に向けて、「伊

勢市多分野協働プラットフォーム」を立ち上げ、福祉分野のみならず、雇用、産業、教育等の

幅広い分野の関係機関と連携、協働し、取り組みを推進しているところです。

私たちは、一人ひとりが地域の課題を共有し、解決方法をともに考え、解決に向けて取り

組んでいけるよう、人と人との強い絆で支え合い、心豊かにこのまちで暮らしていく伊勢市

をめざし、「第４期伊勢市地域福祉計画・伊勢市地域福祉活動計画」を策定します。
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２．伊勢市を取り巻く状況

（１）人口・世帯

伊勢市の人口は、減少傾向にあり、令和５年９月末時点で120,662人となっています。令

和５年９月末時点の年齢３区分別人口は、年少人口（0歳から14歳まで）が13,379人（11.1％）、

生産年齢人口（15歳から64歳）が 67,685人（56.1％）、老年人口（65歳以上）が39,598

人（32.8％）となっており、年少人口、生産年齢人口については低下が続いています。老

年人口は、これまで増加が続いていましたが、令和４年度から減少に転じており、人口減

少の新たな段階に入ったことがうかがえます。

○年齢３区分別人口の推移

資料：住民基本台帳（基準日：各年９月末）

資料：住民基本台帳（基準日：各年９月末）

○合計特殊出生率

平成 29 年 平成 30 年 令和元年 令和２年 令和３年

伊勢市 1.34 1.50 1.44 1.38 1.41

三重県 1.49 1.54 1.47 1.42 1.43

資料：三重県の人口動態統計（基準日：各年 10 月１日）

15,103 14,766 14,448 14,203 13,780 13,379

72,513 71,622 70,496 69,411 68,595 67,685

39,183 39,392 39,599

39,820 39,762 39,598
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支える側、支えられる側を固定することなく、
積極的に地域づくりに関われる人、つながる機能を確保する
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基本目標１：ひとと場がつながるしくみづくり
基本目標２：誰かとつながる場づくり
基本目標３：地域で活動するひとづくり
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働きづらさを抱えた人への支援（伊勢市多分野協働プラットフォーム）の全体イメージ

協働

分野横断的な庁内外協働の新たな支援策の創出

・気軽に集まることができる地域の居場所の充実

　※居場所づくり、地域活動への参加、ボランティア参加など

社会参加

・市民への周知（相談窓口・支援内容・協力企業紹介等）
・関係機関・企業への周知（周知啓発・協力依頼等）

　※リスト作成、SNS等の充実、市・関係機関の取組発信など

周知・啓発

・一人ひとりに合せたオーダーメイド支援

　※職場見学、就労体験、中間的就労、超短時間雇用など

就労支援

実態把握・分析、情報整理・共有、各課(機関)の連携・協働の検討

検討

商工労政課

社会教育課

農林水産課

ＮＰＯ法人
いせコンビニネット

いせ若者就業
サポートステーション

社会福祉協議会
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伊勢市共同募金委員会（伊勢市社会福祉協議会）
　　〔八日市場町13-1（福祉健康センター・１階）、☎63-5334、 　27-2415〕

問い合わせ先

FAX

伊勢市の居場所づくりを
地域住民と協力企業と
共同募金で一緒に
支えるしくみ

38社を掲載　協力企業募集中！
赤い羽根共同募金の
しくみはこちら
伊勢市共同募金委員会

県内の協力企業は
こちら
三重の赤い羽根募金
百貨店プロジェクト

市内の協力企業は
こちら
伊勢版リーフレット

協力企業からのメッセージ
・地域に必要な居場所づくりに
今後も貢献します。

・隣の人と支え合えるような
　町になればと思います。
　これからも協力します。

協力企業

売り上げの一部を寄付
プロジェクトを通じて
居場所づくりを応援。

地域貢献のひとつのかたち。

不動産建築グルメ くらし フラワー 法律自動車

寄付つき商品の購入
特別な負担なく、普段の買い物で
募金に協力。
私たちのいつもの買い物で
もっと暮らしやすい町になるんだね。

地域住民

居場所づくりへの助成

共同募金
ありがとう

「出かけるところ」が、「仲間」が、「生きがい」ができました！
ふれあい･いきいきサロン

誰もが気軽に
集える地域の
居場所。茶話
会やレクリ
エーションな
ど、笑顔あふ
れる楽しいひ
とときを♪

高齢者ふれあい会食会
独居高齢者を対象に月１回開催してい
る会食会。
みんなで食べるとおいしいね♪

さ　わ

かい

伊勢市社会福祉協議会で
は、このプロジェクトで
集まった募金を活用し、
子ども、高齢者、障がい
者など、誰でも気軽に集
える「居場所づくり」を
進めています。

巡り巡る、
「ありがとう」。

じぶんの町を良くするしくみ。

三重の赤い羽根募金百貨店プロジェクト

子育てサロンの様子

伊
勢
市
社
会
福
祉
協
議
会

生活サポートセンターあゆみ（八日市場町13-1）
〔福祉健康センター・1階〕 ☎63-5224 FAX 27-2412
地域福祉係 ☎63-5334 FAX 27-2415
中部支所（八日市場町13-1） ☎27-2425 FAX 27-2412
東部支所（二見町茶屋456-2） ☎43-5551 FAX 43-4427
西部支所（小俣町元町536） ☎27-0509 FAX 27-0570
北部支所（御薗町長屋2767） ☎22-6617 FAX 22-6604
伊勢市ボランティアセンター・げんここるーむ（小木町曽祢538）
〔イオンタウン伊勢ララパーク・1階〕 ☎63-6370 FAX 65-6121

伊勢市 福祉総合支援センターよりそい ☎21-5712 FAX63-5420

https://ise-shakyo.jp
検  索

伊勢社協マスコットキャラクター
げんきくん こころちゃん 伊勢社協

地域福祉情報をお伝えするコーナーです

地域福祉通信地域福祉通信

社協はげんきなこころ応援します

んんここここげげ
Vol.58

21 広報いせ　令和６年１月１日号 広報いせ　令和６年１月１日号
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三重の赤い羽根募金
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市内の協力企業は
こちら
伊勢版リーフレット

協力企業からのメッセージ
・地域に必要な居場所づくりに
今後も貢献します。

・隣の人と支え合えるような
　町になればと思います。
　これからも協力します。

協力企業

売り上げの一部を寄付
プロジェクトを通じて
居場所づくりを応援。

地域貢献のひとつのかたち。

不動産建築グルメ くらし フラワー 法律自動車

寄付つき商品の購入
特別な負担なく、普段の買い物で
募金に協力。
私たちのいつもの買い物で
もっと暮らしやすい町になるんだね。

地域住民

居場所づくりへの助成

共同募金
ありがとう

「出かけるところ」が、「仲間」が、「生きがい」ができました！
ふれあい･いきいきサロン

誰もが気軽に
集える地域の
居場所。茶話
会やレクリ
エーションな
ど、笑顔あふ
れる楽しいひ
とときを♪

高齢者ふれあい会食会
独居高齢者を対象に月１回開催してい
る会食会。
みんなで食べるとおいしいね♪

さ　わ

かい

伊勢市社会福祉協議会で
は、このプロジェクトで
集まった募金を活用し、
子ども、高齢者、障がい
者など、誰でも気軽に集
える「居場所づくり」を
進めています。

巡り巡る、
「ありがとう」。
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東部支所（二見町茶屋456-2） ☎43-5551 FAX 43-4427
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（３）地域別の人口の推移

（４）地域別の世帯数の推移

（５）地域別の世帯あたり構成人員（人/1 世帯あたり）
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３．要支援者の実態

（１）障害者手帳の所持者数

①療育手帳
＊
所持者数

②精神障害者保健福祉手帳
＊
所持者数

（２）要介護認定調査から見た認知症高齢者の状況
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（３）伊勢市の地域包括支援センター
＊
における相談件数

（４）伊勢市の障がい者地域相談支援センター
＊
における相談件数

（５）伊勢市の障がい者基幹相談支援センター
＊
における相談件数

（６）伊勢市福祉生活相談センター(※)における相談件数

地域包括支援センター 令和２年度 令和３年度 令和４年度

東
延数 647 761 1,104

実数 349 430 594

五十鈴
延数 547 632 630

実数 269 389 408

北
延数 770 1,176 1467

実数 377 488 665

中部
延数 2,059 2,099 2,054

実数 1,054 1,006 1,042

南
延数 1,155 1,203 1,698

実数 369 363 430

西
延数 1,486 1,639 1,530

実数 827 854 855

計
延数 6,664 7,510 8,483

実数 3,245 3,530 3,883

地域相談支援センター 令和２年度 令和３年度 令和４年度

中部
延数 - 3,045 3,178

実数 - 335 365

東
延数 1,659 2,571 4,709

実数 269 263 294

西
延数 1,914 2,405 2,363

実数 282 252 302

計
延数 3,573 8,021 10,250

実数 551 850 961

令和２年度 令和３年度 令和４年度

基幹
延数 2,890 596 1,443

実数 - 241 409

(※)令和２年度は中部地域相談と基幹相談を一体的に実施

令和２年度 令和３年度 令和４年度

福祉生活相談センター - 1,649 2,222

(※)令和３年度設置。令和５年度福祉総合支援センターに組織改変。
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＊
における相談件数

（５）伊勢市の障がい者基幹相談支援センター
＊
における相談件数

（６）伊勢市福祉生活相談センター(※)における相談件数

地域包括支援センター 令和２年度 令和３年度 令和４年度

東
延数 647 761 1,104

実数 349 430 594

五十鈴
延数 547 632 630

実数 269 389 408

北
延数 770 1,176 1467

実数 377 488 665

中部
延数 2,059 2,099 2,054

実数 1,054 1,006 1,042

南
延数 1,155 1,203 1,698

実数 369 363 430

西
延数 1,486 1,639 1,530

実数 827 854 855

計
延数 6,664 7,510 8,483

実数 3,245 3,530 3,883

地域相談支援センター 令和２年度 令和３年度 令和４年度

中部
延数 - 3,045 3,178

実数 - 335 365

東
延数 1,659 2,571 4,709

実数 269 263 294

西
延数 1,914 2,405 2,363

実数 282 252 302

計
延数 3,573 8,021 10,250

実数 551 850 961

令和２年度 令和３年度 令和４年度

基幹
延数 2,890 596 1,443

実数 - 241 409

(※)令和２年度は中部地域相談と基幹相談を一体的に実施

令和２年度 令和３年度 令和４年度

福祉生活相談センター - 1,649 2,222

(※)令和３年度設置。令和５年度福祉総合支援センターに組織改変。
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８．ボランティアの活動状況

９．地域やボランティアが主体的に取り組むサロン等の状況

平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

一人暮らし
高齢者会食会＊

設置数 49 52 50 36 41

実施回数 439 495 165 175 328

延参加者数 10,126 11,391 3,247 3,238 6,204

高齢者サロン

設置数 83 83 84 80 75

実施回数 2,774 2,740 565 2,099 2,399

延参加者数 38,919 39,990 24,494 23,298 27,160

子育てサロン

設置数 7 7 5 5 5

実施回数 112 107 51 59 85

延参加者数 2,609 2,133 952 1,039 1,492

障がい児サロン

設置数 3 3 3 3 3

実施回数 35 54 21 24 26

延参加者数 587 553 210 262 339

共生型サロン

設置数 - 4 6 6 6

実施回数 - 34 39 109 119

延参加者数 - 667 434 1,525 1,495

計

設置数 142 149 148 130 130

実施回数 3360 3430 841 2466 2957

延参加者数 52,241 54,734 29,337 29,362 36,690
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８．ボランティアの活動状況

９．地域やボランティアが主体的に取り組むサロン等の状況

平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

一人暮らし
高齢者会食会＊

設置数 49 52 50 36 41

実施回数 439 495 165 175 328

延参加者数 10,126 11,391 3,247 3,238 6,204

高齢者サロン

設置数 83 83 84 80 75

実施回数 2,774 2,740 565 2,099 2,399

延参加者数 38,919 39,990 24,494 23,298 27,160

子育てサロン

設置数 7 7 5 5 5

実施回数 112 107 51 59 85

延参加者数 2,609 2,133 952 1,039 1,492

障がい児サロン

設置数 3 3 3 3 3

実施回数 35 54 21 24 26

延参加者数 587 553 210 262 339

共生型サロン

設置数 - 4 6 6 6

実施回数 - 34 39 109 119

延参加者数 - 667 434 1,525 1,495

計

設置数 142 149 148 130 130

実施回数 3360 3430 841 2466 2957

延参加者数 52,241 54,734 29,337 29,362 36,690

3,377 

3,728 

3,526 3,568 
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問３．あなたが利用支援をした方について、相談をつないだ先を教えてください。
（複数回答可）

問４．利用支援をした方の成年後見制度＊利用のきっかけはどのようなことでしたか。
（複数回答可）

6

11

2

3

3

27

1

1

3

2

5

行政

地域包括支援センター

障がい者地域相談支援センター

居宅介護支援事業所

計画相談支援事業所

成年後見サポートセンターきぼう

病院

弁護士

司法書士

行政書士

その他

5

20

32

6

2

30

9

19

その他

福祉関係者だけでは本人の支援ができないか

ら

本人の今後のことを考えて

制度利用が必要だと感じたから

本人が他の親族等から、

経済的虐待等を受けているから

本人が悪質な訪問販売の

被害にあったから

本人や家族の金銭管理や

財産管理に不安があるから

本人や親族が福祉サービスの利用料を

滞納するなど、支払いが出来ていなかったから

本人に福祉・医療サービスの

利用が必要だったから

- 69 -

問１．貴事業所における、成年後見制度＊に関する相談をどの位の頻度で受けますか。

問２．あなたは、成年後見制度の利用に向けての支援を行ったことがありますか。

2

11

38

53

月に1～2件程度

半年に1～2件程度

年に1～2件程度

一度もない

43

42%
60

58%

ある

ない

１. ある 43 42％

２. ない 60 60％
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問３．あなたが利用支援をした方について、相談をつないだ先を教えてください。
（複数回答可）

問４．利用支援をした方の成年後見制度＊利用のきっかけはどのようなことでしたか。
（複数回答可）

6

11

2

3

3

27

1

1

3

2

5

行政

地域包括支援センター

障がい者地域相談支援センター

居宅介護支援事業所

計画相談支援事業所

成年後見サポートセンターきぼう

病院

弁護士

司法書士

行政書士

その他

5

20

32

6

2

30

9

19

その他

福祉関係者だけでは本人の支援ができないか

ら

本人の今後のことを考えて

制度利用が必要だと感じたから

本人が他の親族等から、

経済的虐待等を受けているから

本人が悪質な訪問販売の

被害にあったから

本人や家族の金銭管理や

財産管理に不安があるから

本人や親族が福祉サービスの利用料を

滞納するなど、支払いが出来ていなかったから

本人に福祉・医療サービスの

利用が必要だったから

- 69 -

問１．貴事業所における、成年後見制度＊に関する相談をどの位の頻度で受けますか。

問２．あなたは、成年後見制度の利用に向けての支援を行ったことがありますか。

2

11

38

53

月に1～2件程度

半年に1～2件程度

年に1～2件程度

一度もない

43

42%
60

58%

ある

ない

１. ある 43 42％

２. ない 60 60％
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◎用語の解説

【あ行】

アウトリーチ

何らかの問題を抱えているが支援を求めない利用者等に対して、相談に来るのを待つ

のではなく、援助者・支援者側から出向いて、相談・支援を行い、問題解決への動機づ

けを高めること。

いせ就労チャレンジ☆カフェ

働きづらさを抱えた人の就労に向けたチャレンジのきっかけづくりとして、相談支援

のほか、ボランティア体験・職場見学・就労体験等の実習の場を提供する機関。

いせ若者就業サポートステーション

仕事に就くことへの不安がある、人と話すのが苦手であるなどの理由で社会への第一

歩を踏み出せないでいる若者や、そのことに関して心配している家族からの相談に対応

する機関。

ＳＤＧｓ（エス・ディー・ジーズ）

持続可能な開発目標、通称「グローバル・ゴールズ」。2015 年、経済・社会・環境を

めぐる広範な課題に取り組むため、国連において採択された「誰一人取り残さない」社

会の実現に向けた 17の目標を指す。

ＮＰＯ（エヌ・ピー・オー）

「Ｎｏｎ-Ｐｒｏｆｉｔ Ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎ」又は「Ｎｏｔ-ｆｏｒ-Ｐｒｏｆ

ｉｔ Ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎ」の略称で、様々な社会貢献活動を行い、団体の構成員

に対し、収益を分配することを目的としない団体の総称。

【か行】

虐待

人権を侵害し、心身を傷つけるような行為。代表的な類型として、身体的虐待、性的

虐待、ネグレクト（放置･放任）、心理的虐待、経済的虐待がある。その防止･支援施策に

ついては、児童虐待防止法・児童福祉法、障害者虐待防止法、高齢者虐待防止法によっ

て定められている。

共生型サービス事業所

障がい者が 65 歳以上になっても、使い慣れた事業所においてサービスを利用しやすく

本文中において、＊(アスタリスク) が付いている用語

についてその用語の説明を掲載しています。
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こども食堂／子ども食堂

- 71 -

◎用語の解説

【あ行】

アウトリーチ

何らかの問題を抱えているが支援を求めない利用者等に対して、相談に来るのを待つ

のではなく、援助者・支援者側から出向いて、相談・支援を行い、問題解決への動機づ

けを高めること。

いせ就労チャレンジ☆カフェ

働きづらさを抱えた人の就労に向けたチャレンジのきっかけづくりとして、相談支援

のほか、ボランティア体験・職場見学・就労体験等の実習の場を提供する機関。

いせ若者就業サポートステーション

仕事に就くことへの不安がある、人と話すのが苦手であるなどの理由で社会への第一

歩を踏み出せないでいる若者や、そのことに関して心配している家族からの相談に対応

する機関。

ＳＤＧｓ（エス・ディー・ジーズ）

持続可能な開発目標、通称「グローバル・ゴールズ」。2015 年、経済・社会・環境を

めぐる広範な課題に取り組むため、国連において採択された「誰一人取り残さない」社

会の実現に向けた 17の目標を指す。

ＮＰＯ（エヌ・ピー・オー）

「Ｎｏｎ-Ｐｒｏｆｉｔ Ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎ」又は「Ｎｏｔ-ｆｏｒ-Ｐｒｏｆ

ｉｔ Ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎ」の略称で、様々な社会貢献活動を行い、団体の構成員

に対し、収益を分配することを目的としない団体の総称。

【か行】

虐待

人権を侵害し、心身を傷つけるような行為。代表的な類型として、身体的虐待、性的

虐待、ネグレクト（放置･放任）、心理的虐待、経済的虐待がある。その防止･支援施策に

ついては、児童虐待防止法・児童福祉法、障害者虐待防止法、高齢者虐待防止法によっ

て定められている。

共生型サービス事業所

障がい者が 65 歳以上になっても、使い慣れた事業所においてサービスを利用しやすく

本文中において、＊(アスタリスク) が付いている用語

についてその用語の説明を掲載しています。
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超短時間雇用

障がいや勤務時間に制約があるなどの理由で長時間の就労が難しい人に、週 20 時間未

満の短時間就労（１日 15 分、週１回など）を提供する新しい働き方のモデル。企業の人

手不足の解消や、業務効率の改善、日々の業務が忙しく「いつかやりたい」と思ってい

た業務に取り組むチャンスが生まれるなど、企業にとってもメリットのある雇用形態。

つながりサポートリスト

令和４年度「地方版孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム推進事業」（内閣官房）

の採択を受け作成。相談内容別（お金・住まい、仕事、子ども・子育て、高齢・介護、

障がいなど）で相談先をまとめてあり、孤独・孤立に悩む人が「だれか」に「どこかに」

つながるための相談窓口リスト。

【な行】

夏休みちょこっと福祉体験

小学生から高校生を対象に、思いやりのある心を育て、福祉への関心を高めることを

目的に福祉体験の場を提供する事業。

日常生活自立支援事業

認知症高齢者、知的障がい者、精神障がい者等のうち、判断能力が不十分な人が地域

において自立した生活が送れるよう、利用者との契約に基づき、福祉サービスの利用援

助等を行う事業。

任意後見制度

高齢などにより判断能力が不十分になる前に、将来に備えて自分で選んだ人（任意後

見人）に支援の内容を契約で決めておく制度。判断能力が不十分になった場合に、家庭

裁判所で任意後見監督人が選出されて初めて任意後見契約の効力が生じる。

認知症サポーター

「認知症サポーター養成講座」を受講し、認知症について正しい知識をもち、認知症

の人や家族を温かく見守り支援する人。

ノーマライゼーション

障がいのある人もない人も地域の一員として共に支え合いながら生活していくという

考え方。

【は行】

ひきこもりサポーター

ひきこもりについての基本的な知識、理解を習得する講座を受講後、ひきこもり状態
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超短時間雇用

障がいや勤務時間に制約があるなどの理由で長時間の就労が難しい人に、週 20 時間未

満の短時間就労（１日 15 分、週１回など）を提供する新しい働き方のモデル。企業の人

手不足の解消や、業務効率の改善、日々の業務が忙しく「いつかやりたい」と思ってい

た業務に取り組むチャンスが生まれるなど、企業にとってもメリットのある雇用形態。

つながりサポートリスト

令和４年度「地方版孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム推進事業」（内閣官房）

の採択を受け作成。相談内容別（お金・住まい、仕事、子ども・子育て、高齢・介護、

障がいなど）で相談先をまとめてあり、孤独・孤立に悩む人が「だれか」に「どこかに」

つながるための相談窓口リスト。

【な行】

夏休みちょこっと福祉体験

小学生から高校生を対象に、思いやりのある心を育て、福祉への関心を高めることを

目的に福祉体験の場を提供する事業。

日常生活自立支援事業

認知症高齢者、知的障がい者、精神障がい者等のうち、判断能力が不十分な人が地域

において自立した生活が送れるよう、利用者との契約に基づき、福祉サービスの利用援

助等を行う事業。

任意後見制度

高齢などにより判断能力が不十分になる前に、将来に備えて自分で選んだ人（任意後

見人）に支援の内容を契約で決めておく制度。判断能力が不十分になった場合に、家庭

裁判所で任意後見監督人が選出されて初めて任意後見契約の効力が生じる。

認知症サポーター

「認知症サポーター養成講座」を受講し、認知症について正しい知識をもち、認知症

の人や家族を温かく見守り支援する人。

ノーマライゼーション

障がいのある人もない人も地域の一員として共に支え合いながら生活していくという

考え方。

【は行】

ひきこもりサポーター

ひきこもりについての基本的な知識、理解を習得する講座を受講後、ひきこもり状態
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にある人の居場所や家族交流会の運営、就労体験支援、当事者一人ひとりに合った個別

支援などを行うボランティア。

ひきこもり地域支援センターつむぎ

ひきこもり状態にある本人や家族等からの相談に応じ、日常生活の自立に向けた支援

や、本人・家族が安心して過ごせる「居場所」の提供、就労に向けたボランティア体験・

職場体験など、一人一人の状況に応じた支援を行う機関。

フードドライブ

各家庭や企業等で余っている食品を活用するため、食品の寄付を受け、支援を必要と

している世帯や支援団体に無償で提供する活動。

福祉体験学習

小中学校、高校、専門学校、大学、企業等を対象に、福祉、ボランティアについての

関心・理解を高める事業。

福祉出前講座

地域の団体等を対象に、ボランティアセンター地域貢献登録企業・団体や社会福祉協

議会が実施する福祉に関する講座。

ふくしなんでも相談所

身近な地域で、気軽に立ち寄り、日常生活での困りごとや心配ごと、どこに相談した

ら良いか分からないといった福祉に関する相談ができる場所。伊勢市社会福祉協議会の

各支所とイオンタウン伊勢ララパークのげんここるーむをはじめ、薬局、郵便局、まち

づくり協議会の事務所などに設置されている。

ふれあい・いきいきサロン

高齢者や障がいのある人、子育て中の親子など幅広い分野、世代の人が、身近な地域

で気軽に仲間づくりや生きがいづくりを進め、いつまでもいきいきと暮らすことができ

るよう住民主体で取り組む交流活動。

法人後見

社会福祉協議会などの法人が組織的に財産管理や身上保護を行う制度。家庭裁判所が

その法人の事業内容、本人との利害関係有無などを審査した上で選任する。

募金百貨店プロジェクト

赤い羽根共同募金の一環として、民間事業者が寄付つき商品の売り上げの一部を赤い

羽根共同募金に寄付することで、民間事業者の地域社会への参画を募集する活動。地域
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